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花き類病害虫発生予察事業における愛知県の取り組み
ひら

愛知県農業総合試験場花 き 研究所 平

は じ め に

平成 3 年か ら 平成 9 年 ま での 7 年間， 花 き の発生予察

事業化 を 目 標 に 実験予察事業が実施され， キ ク (宮城

県， 長 野 県， 愛 知 県， 奈 良 県， 岡 山 県， 熊 本 県， 沖 縄

県 ) ， リ ン ド ウ (岩手県， 福島県， 栃木県) ， チ ュ ー リ ッ

プ (愛 媛 県， 富 山 県) ， ユ リ (群馬県， 新潟県， 島 根

県) ， グ ラ ジ オ ラ ス (茨城県， 和歌山 県， 鹿児島県) ， ス

イ セ ン (福井県， 佐賀 県) ， シ パ (千葉県， 静 岡 県， 岐

阜県， 兵庫県， 鳥取 県) ， ツ ツ ジ 類 (大阪府， 広 島 県，

福岡県， 長崎県) の 8 種類の花 き 類 につ い て 調査基準の

策定 と 発生生態の解明 に 取 り 組 ま れた 。

愛知県 も 参加 し た キ ク 病害虫の発生予察につい て は，

白さび病， 黒斑病， 褐斑病， ア ブラ ム シ類， ハ ダニ類，

ア ザ ミ ウ マ類， カメ ム シ類の七つ を対象 と し た が， 調査

実施期間 中 は冷夏の 年 あ り ， 猛暑の年あ り で必ず し も 十

分 に 生態解明が進 ん だ と は 言 い難 い面 も あ る も の の， 何

を ど う 調査すれば発生状況が把握で き る か につい て は，

ほ ぽ確立で き た と 考 え て い る 。 事業実施期間中 に新発生

し た り ， 全国的 に 分布が拡大 し た マ メ ハ モ グ リ パエ や ミ

カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 生態解明 や 防除対策 に つ い て

は， 別 の 国補事業 で あ る 地域重要新技術開発促進事業

(地域重要) な ど を 中心 に 研究され て い る た め ， 発生予

察の中では， 特 に 取 り 上 げ る こ と は し な か っ た 。 キ ク 病

害虫 の発生予察， と り わ け そ の 高度化 を 進め て い く う え

で， 白さび病の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デルの構築 は今後の

大 き な課題 と な っ て い る 。 こ こ で は， 本事業実施期間中

に愛知県で得 ら れた 成果等 を 中 心 に 紹介す る 。

I 愛知県の花き生産

愛知 県 の 花 き 生産額 は 約 713 億 円 で， 全 国 の 15 . 7%

を 占 め る 。 そ の 内 キ ク の生産額は約 307 億 円 で， こ れ は

実 に 全 国 の 31 . 7% に 相 当 (平成 7 年) し ， 全 国 一 の 生

産額で は あ る 。 し か し な が ら ， 発生予察の対象 と な る 露

地ギ ク の作付面積 は わ ずか に 7 . 5% し か な し 内訳 は 大

中 輪 ギ ク 70 . 6% (電照ギ ク 2 . 4% ) ， ス プ レ ー ギ ク

8 . 1%， 小 ギ ク 21 . 2% と 圧倒的 に季咲 き 栽培の 大 中輪ギ
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ク が多 い の が特徴で あ る 。

そ の 他 の 花 き で は ， カ ー ネ ー シ ョ ン ( シ ェ ア

16 . 2%) ， パ ラ ( 同 1 1 . 4% ) ， 鉢 も の類 ( 同 23 . 4% ) ， 観

葉植物 ( 同 29 . 8%) ， 鉢物洋 ラ ン ( 同 20 . 6%) ， シ ク ラ

メ ン ( 同 11 . 1 %) ， ポ ッ ト マ ム 等 キ ク 類 ( 同 34 . 6%) な

どが主要品 目 で， いずれ も 全 国 1， 2 の 生産額で あ る 。

そ の 他， サ ボ テ ン， 花木盆栽和物類 も 10%以 上 の シ ェ

ア を 占 め て い る 。

こ のよ う に ， 愛知県 の 花 き 生産 は ， 種類， 生産額 と も

多 く ， r花の王国愛知』 と 呼ばれて い る 。

H 愛知県の花き研究体制

全国初の花 き だ け の専門研究所 と し て ， 平成 6 年 に 花

き 研究所が開設され， 育種， 栽培， 環境 (土壌肥料， 病

害虫) の 3 研究室が設置された。 そ の他， 本 県 で は 花 き

の栽培が盛ん な地域 に 農業技術セ ン タ ー と 山 間農業研究

所が設置されて お り ， よ り 実践的 な花 き の栽培研究が行

われて い る 。

花 き の 病害虫研究 は ， 花 き 研究所 で の み 行 っ て い る

が， 産地農協の営農指導員 の レ ベ ル も 高 く ， 農業改良普

及セ ン タ ー の 花 き 担当 と 連携 し て ， 防除指導 に 当 た っ て

い る ほか， 農薬販売業者等 に よ る 病害虫診断 ・ 防除指導

も 積極的 に なされて い る 。

皿 愛知県に おける発生予察調査の考え方

現在の発生予察調査 は ， 農林水産省農蚕園芸局植物防

疫課が昭和 61 年 に 示 し た 『農作物有害動植物発生予察

事業調査実施基準J に基づい て 行われ る こ と が， 原則で

は あ る 。

作 目 の種類の多 い愛知県 に お い て は， 病害虫防除所職

員等の巡回調査労力 や効率的調査の観点、か ら ， 調査基準

に基づ く 地点 ご と の詳 し い調査よ り も ， よ り 多 く の地点

を巡回調査 し ， 地域や 県全体の発生状況 を 把握 し た ほ う

が よ い と の考え方か ら ， 昭和 55年 に 野菜病害虫発生予

察事業 の ス タ ー ト に 当 た り ， 国 が 昭和 46 年 8 月 に 示 し

た 農作物有害動植物発生予察実施要綱 ・ 同要領 に よ る 調

査実施基準 を参考 に 昭和 56 年 に 県独 自 の 『病害虫発生

予察実施基準』 を 作成 し た 。 さ ら に 国 が昭和 60 年 8 月

に植物防疫事業実施要領 を制定 し ， 同 要領 に 基づい て ，

前述の調査実施基準 を制定 し た 際 に も ， そ れ を参考 と し
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表-1 市場評価に重 点をおいた巡回調査にお砂る程度別基準

(案)

A :大半の展開業に病 斑が 認め ら れ ， 出荷不能な もの
B :一部の展開業に病 斑が 認め ら れ るが. B 級品とし て出荷

可能な もの

C :下 葉のご く 一部に病 斑が 認め ら れ るが ， 下 葉かき 等によ

り A 級品とし て 出荷可能な もの
0:病 斑が 認め ら れな い

て平成 5 年 7 月 『病害虫発生予察調査実施基準』の改訂

を行っ た 。

こ のよ う な考 え 方 は， 花 き 類病害虫発生予察実験事業

を推進 し て い く 際 に も 適用され， 予察手法の検討は農業

総合試験場 を 中心に行い， 本予察事業化 を想定 し た病害

虫防除所の 県独自 の巡回調査方法 は ， 病害虫防除所で実

践 し検討 を続 げ る と い う 2 段階の方法 を と っ た 。

今回の事業で作成 し た キ ク の巡回調査基準 と 愛知県の

巡回調査方法の違い を 白さぴ病 を例 に と り 説明す る と 以

下のよ う に な る 。

花 き 類病害虫発生予察実施基準では， 巡回 に お い て生

産 団地 ご と に 数か所の 圃場 を 選 ぴ， 任意 の 25 茎 の 最上

位展開業か ら 下位の 25 葉 に つ い て 発病葉率 を調査 し，

発病程度別基準 によ り 程度別面積 を 算 出 す る こ と と な っ

て い る 。 こ れ に 対 し， 愛知県で は 県 内 産地 10 圃場 に つ

い て ， 任意 の 100 茎 の 上位 25 葉 に つ い て ， 別 に 定 め た

発病茎率の程度別基準 によ り 程度別面積 を 算 出 す る 以外

に ， 発病後 は， 発病茎 10 茎 に つ い て 最上位展 開葉か ら

下位の連続 し た 25 葉 に つ い て 発病葉率 を調査 し， 巡 回

調査時 に 最上位発病葉 を マ ー キ ン グ し て ， 次回巡回調査

時に上位進展 を確認で き る よ う に し て い る 。 こ れ は， 巡

回調査 に 定点調査的要素 を加味 し た 考 え 方で， 将来， 白

さぴ病 シ ミ ュ レ ー シ ョ ンモデルの構築あ る い は適合性 を

検討す る 際のパ ッ ク デー タ の先取 り であ る 。

話 は戻 る が， 花 き 類病害虫発生予察調査基準 (案) の

作成過程 に お い て ， 巡回調査基準 に 市場評価の考 え 方 を

入れた基準案 (表 一 1) も 検討された が， 他の作物での基

準 の 作 り 方 と 大 き く 異 な る ， A級品， B級品 と い っ て

も 都道府県， 産地， 品種， 出荷団体によっ て若干出荷基

準が違 う な ど の意見か ら ， 採用 に は至 ら な か っ た 。

W 発生予察実験事業で得られた知見

1 愛知県で発生す る キ ク の病害

白さび病， 黒き ぴ病， 黒斑病， 褐斑病， う ど ん こ 病，

葉腐病， 菌核病， 茎枯病， 白絹病， 立枯病， 疫病， 灰色

か ぴ病， 花腐病， 青枯病， 軟腐病， 半身萎ち ょ う 病， 炭

腐病， 萎 ち ょ う 病， 斑点細 菌病， TSWV， CSVd な ど

が発生す る が， 発生予察上問題 と な る の は 白さ ぴ病 の み

であ る 。

2 愛知県で発生す る キ ク の害虫

ワ タ アプ ラ ム シ， キ ク ヒ メ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ， モモ

アカアプラ ム シ ， ナ ミ ハ ダニ， キ ク モ ン サ ピ ダニ， ヒ メ

アカタ テ ハ ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ ， シ ロ イ チ モ ジヨトウ， オ

オ タ ノ T コ ガ， タ ノ f コ ガ， キ ク キ ン ウ ワ ノ丸 フ キ ノ メ イ

ガ， カ ブ ラ ヤ ガ， オ ンプバ ッ タ ， マ メ ハモ グ リ ノ Tエ ， ミ

ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， ヒ ラ

ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ク ロ ゲハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ハ ガ レ セ ン

チ ュ ウ ， ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ な どが発生 し ， 発生予察上

問題 と な る 害虫が多 い が， 野菜等で も 発生 す る 害虫が多

く ， キ ク だ砂で調査 を必要 と す る 害虫 は少な い。

3 白さぴ病

主 と し て 葉 に ， ひ ど い場合 に は茎や専 に も 発生 し ， は

じ め葉裏 に 黄緑色~淡緑色の小斑がで き ， や が て 盛 り 上

がっ た 白色の い ぽ条斑 と な り ， 最後 は淡褐色 と な る 。 い

ぽ状斑は 白さび病の冬胞子の束で冬胞子層 と 呼 ばれ， 条

件さ え 整 え ば年中形成され る 。 冬胞子が成熟す る と 湿度

90%以上で発芽 し て 小生子 を 形成す る 。 形成された小生

子は風で飛散， キ ク の棄に着床 し た 小生子 は発芽 し て ，

表皮細胞 の 角 皮 を突 き 破 っ て 侵入 し ， 10�15 日 で病斑

を形成す る 。 山梨県で得 ら れた デー タ に よ る と 15�23 0C

の と き ， 小生子の形成量 も 多 く ， 侵入感染 し や す く 発病

程度 も 大 き く な る (表 2) 。

愛知県で 5 0Cで保存 し た キ ク 擢病葉 の 小生子形成数お

よ び発芽数 を 調査 し た 結果， 保存 4週 間 後 ま で は 形成

数， 発芽数 と も 多 く ， 保存期聞が長 く な る と 形成数， 発

芽数 は低下す る が， 約 2 か 月 保存 し た 擢病葉で も 小生子

の形成， 発芽が認め ら れて い る (表-3) 。

白さぴ病菌の生活史 に は 夏胞子世代がな く ， キ ク 生体

上の冬胞子世代 と 小生子世代 と で生活 を繰 り 返 し， 冬胞

子 の 発芽適温 は 18�28 0C， 小 生 子 は 13�18 0Cで， 角 皮

か ら 侵入す る と いわれて い る が， 発芽 し た 小生子 は 角 皮

を貫通 し ， いわゆ る 付着器 は形成せ ず， 発芽管か ら 分泌

され る 粘着性物質 によ っ て 角 皮 に 密着固定されて い る と

考 え ら れ て い る 。 結露時な ど ほ と ん ど無 風 の 条件下で

も ， 形成された 小生子 は キ ク 群落内の上層下層の温度差

によ る 対流に乗っ て 浮遊上昇 し ， キ ク 葉の 表側 の 表皮 に

付着す る 。 表皮 に付着 し た 小生子 は 降雨な どで流亡 し や

す い。 ま た ， 乾燥 に は極 め て 弱 く ， 相対湿度 60%で は

数時間で死滅 す る 。 降雨時や 高 い湿度条件で飛散 し た 小

生子 は雨滴 に捕足されや す く ， キ ク に到達す る 前 に 発芽

し た 小生子の感染能力 は著 し く 低下す る 。 し た が っ て ，

施設内 を全面黒マ ル チ被覆 し て キ ク を栽培す る と ， 相対
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表-2 小 生子の形成， 発芽および侵入温度 ( 山梨のデータを改変)

温度 小 生子の形成

( ・C) 開始時間 持続時間

。 10-12 24-

5 6-10 24-

10  4- 6 24-

1 5-23 2- 4 24-
24 . 5  2 - 4 - 4 

表-3 キク白さぴ病 擢病 葉の5・Cにおける小 生子形成数及び

発芽数 ( 愛知県， 1991年)

保 存 回 数 ( 印
調査項目

7 1 4  28 35 42 49 56 

小 生子形成数 33 37 32 12  23  3 11 

小 生子発芽数 31 32 26 11 18 3 7 

注):O. l mm XO. l mm の範囲内の小 生子数 について調査.

100 

3 80 
葉60
率
....... 40 
0/ 
/0 20 

0 

形成量

+ 
+ +  

+ + +  
+ + +  

± 

4/9 4/19 4/29 5/9 5/19 5/29 6/8 6/18 6/28 
調査月日

ー←ー無処理区 ー+ー マルチ区
図-1 施設栽培における黒マルチ被覆栽培によるキク白

さび病の防除 ( 愛知県， 1994年)

湿度が 90%以上 に な り 難 く な る た め ， 白さぴ病 は ほ と

ん ど発生 し な く な る (図-1 ) 。 ま た ， 相対湿度 90%以上

で気温が 15�20 0Cの経過時間 と 発病の関係 を 調査 し た

結果， 経過時聞が多 く な る と 約 2 週間後か ら 発病が始 ま

り (図 ー 2) ， 感染好適条件 と 考 え ら れ る 。 感染 に 対 す る

感受性は若い葉ほ ど高 く ， 上位 3 葉以下で は感受性 は低

い。 下位葉で感受性が低 く な る のは， 表皮細胞壁の肥大

によ る 侵入抵抗 と 細臨内 に 形成され る 頼粒物質 に よ る 艦

大抵抗 によ る と いわれて い る 。

夏季 に おげ る 発病の減少 は ， 高温の影響が最 も 大 き

く ， 野外 に お い て直射 日 光下で は， 外気温よ り キ ク の葉

温は無病葉で O . ア C， 発病葉で は 1 . 8 ・C高 い と の報告が

あ り ， 葉温が 35�36 0C に な る と ， キ ク 組織 内 の菌 は 死

滅 す る 。 し た が っ て ， 最高気温が 340C以上 に な る と 死

滅 す る と 考 え てよい。 最近， 奈良の病害虫防除所で は，

高温処理の防除効果 に つ い て検討 し た 結果， 30 0C以上 に

発芽率90% 侵入感染

までの時間 侵入時間 発病 程度

9 

4 5-7 + 
2 2-3 + +  

1-2 1-2 + + +  
2 

60 

50 
時

40
間
....... 30 

と 20

10 

。

1 -2 + +  

5. 5. 5. 5. 5. 5. 6. 6. 6. 6. 6. 6. 7. 
1 2 3 4 5 6  1 2 3 4 5 6 1  

月・半旬

巳コ感染好適条件経過時間ー+ー発病葉率

50 

40発
病

30葉
率

20 ....... 
% 

10 '-' 

。

図-2 温湿度 データとキク白さぴ病の発病 との関 係 ( 愛

知県， 1997年)

注1)感 染好適条件はRH 90%以上かつ気温が

1 5"C以上20・C未満.

注 2)露地栽培 の‘精雲'で調査.

直二亙
組織内の潜在菌糸または4胞子→寺胞子層上に形成された小生子の飛散→感染・発病

[生体または枯死築) 吸綾申稽在菌糸

4 
発病の進展および拡大 ← 寺胞子周上に形成された小生子の飛散 + 病斑形成

↓ 
匿二亙

組館内の潜在菌糸または4-胞子"4-胞子周上に形成された小生子自飛散骨盛換・発病

{生体または枯死業}

↓ 
発病の進展および鉱大 ← 各胞子周上に形成された小生子の飛散 + 病斑形成

+ 
直二亙

組織内の潜在箇糸または冬胞子

(生体または縮死裳〕

図-3 キク白さぴ病 菌の生活環 ( 推定)

1 日 以上遭遇 させ る と 冬胞子の発芽が抑制 ( つ ま り 伝染

源 と な る 小生子が形成され に く い) された。 20 ・C (8 時

間) -350C (6時間) 一15"C (10 時間) の変温処理 を 7

日 間継続す る と 橿病葉 は枯死 ・ 脱落 し ， 残 っ た 冬胞子 も

発芽 し な か っ た が， 処理後 20 ・C に 移 し て ， 3 週間後 に は

冬胞子層の形成が見 ら れ， 冬胞子 も 発芽 し た と の報告が

あ る 。

こ の報告か ら も わか る よ う に 夏季の高温 は 発病 を抑制

し， 組織内の菌 を 死滅 させ る が， 100%死滅 し て い な砂
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れば， 気温が下が る 秋 に 再 び発病す る 。 平成 6 年�7 年

の猛暑の 際， 愛知県の平坦部で は 高温の た め ほ ぽ 100%

白さぴ病菌が死滅 し た た め ， そ の年の秋の発病， 翌平成

8 年の夏の発病 ま で全 く 問題 と な ら な か っ た 。 し か し，

平成 9 年春 は 白さぴ病の被害の た め ， 農業共済への申請

も 約 10 年ぶ り に 多 か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら 白さ ぴ病

の生活環 は 図-3 のよ う に 推定で き る 。

% 60 r 
発 l
病 40 r

2 20 ト 〆
0'" 
5月7日

骨 .. 
5月21日 6月4回

調査日
6月18日

図 - 4 ‘精雲'における病 害 の発生推移

一+一白さぴ病 --a-ー 黒さぴ病 一合一黒斑・褐斑病

100 
発 80
病 60
茎 40
率20

。

7月2日

7月16日 8月6日 8月27日 9月17日 10月8日
調査日

図 - 5 ‘秀芳 のカ' におげる病 害 の発生推移

-・一白さぴ病 --a-ー黒さぴ病 一世ー黒斑・褐斑病

よj[ム/\jjz
5月7臼 6月11日 7月16日 8月20自 由月24日

観査日
図- 6 50 株見取り調査における推移

一合一アプラムシ類�ーハダニ類 一一一 アザミウマ類

10 r 可 4∞
8 ht ・ n I J 11 I^-. 11 1ft ft ・1 300 

頭6 1-1 I、Il__ 111111 11 1 頭
数 4 抽lA1岨 11別 1I111�n 11 n 1 200数

? 幅削目脇田叫 � nJ1�叫制岨刷仙rd 1 ∞
U ・ 一一-・/&'"-'-11 0 
5月7目 6月11日7月16日8月20日9月24日

調査日
図 - 7 アプラムシ類 の発生推移

仁コワタ貧板-キクヒメ黄板ー争ー黄色水盤
ー+ー50 株見取り

4 黒さぴ病， 黒斑 ・ 褐斑病

無防除圃場で し か黒さぴ病 は発生 し な い。 発病経過 を

調査す る と ， 白さぴ病 と ほ ぽ同 じ 時期 に発病す る が 白さ

ぴ病が発病 し な い 年 あ る い は発生が あ ま り 多 く な い 条件

で も 黒さぴ病 はよ く 発生す る (図-4) の で， 発病 に 必要

な温度条件 は ほ ぼ白さぴ病 と 同 じであ る が， 感染には湿

度 を あ ま り 必要 と し な いよ う で あ る 。

黒斑・褐斑病の場合 は ， 発病時期の調査か ら 発病 に は

白さぴ病や黒さぴ病よ り 高 い温度 を 必要 と し ， 降雨が あ

る と 下葉 か ら 発 病 し ， 短 期 間 の 聞 に 発生 が 多 く な る

(図-5) 。

6 アブラ ム シ類， ハ ダ ニ 類

予察圃場 に お け る 発生推移 を 見取 り 調査す る と ， ア ブ

ラ ム シ類 は 春 と 秋の 2 山型， ハ ダニ類 は 夏期 の 1 山型の

発生パ タ ー ン が多 く (図-6) ， ワ タ ア プ ラ ム シ， ナ ミ ハ

ダニが主要種であ っ た 。 ア プ ラ ム シ類 に つ い て粘着 ト ラ

ッ プや黄色水盤 を 用 い て 調査 し た 結果 に よ る と ， キ ク ヒ

メ ヒ ゲ ナ ガ アプラ ム シ は春 と 秋の発生の みで， ワ タ アプ

ラ ム シ は夏期 に 密度 は低下す る も の の春~秋 ま で連続的

に発生 し て い た (図ー 7) 。

7 ア ザ ミ ウ マ類

ア ザ ミ ウ マ 類では， 主 と し て ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

による ケ ロ イ ド の被害発生 と 粘着 ト ラ ッ プへ の ア ザ ミ ウ

マ類の誘殺推移 と の 関係 を調査 し た 。 夏 ギ ク の精雲 と 夏

秋ギ ク の‘秀芳の力'を栽培 し た 圃場で は， 見取 り ， ト ラ

60 r �・もa 0 a a a I 1∞% 
L I / 1180ヶ碩401'"〆 I J 1 ， �ヰ関口敏rI 1 �J 20 b 団 J Æ.1I114Oイ
山 .rlllll"，� � A....N� IJ Irlll .t 20ドo 1"'-""ーヂーペーー?ー・ ・"r一 一I 0被

5月7日 明11日 7月16日 明20日 明24日 書
調査目

図 - 8 アザミウマ類 の推移とケロイドの発生

Eコ白色平板_50 株見取り�ーケロイド株率

一世ー ケロイド業 率

印ト ハ
詔40ト J ， 
数�t � \ 

10仁 人寸 �ψ執もほザ
S5 5 5 S5 5 5 85 5 5 . .  . 昼 . . 

調査日

図-9 フェロモントラップ の誘殺状況
-・ーオオタパコガ 一世ータバコガ
一古ーハスモンヨトウ ー封ーシロイチモジヨトウ
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ツ プ と も 6 月 中旬， 8 月 下旬， 10 月 上旬 の 3 山型の発生

ピー ク が認 め ら れ た ( 図 -8) ， 6 月 中句 と 8 月 下旬 の ピ

ー ク は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が多 か っ た 。 年次 によっ

て は 6 月 中旬 に ネ ギ ア ザ ミ ウ マ や ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ

マ が多 く 誘殺され る こ と が あ り ， こ のよ う な年では秋季

に TSWV ( ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ) に よ る キ ク え そ

病の発生が多 か っ た 。 ‘精雲'で は ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ

マ に よ る ケ ロ イ ド 葉が ほ と ん ど発生 し な い た め ， ‘秀芳

の力'での発生デー タ し か な い が， ケ ロ イ ド 葉 の発生 と

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の発生消長 は 関連 し て い る よ う

であ っ た 。

8 鱗麹目害虫

ハ ス モ ン ヨ ト ウ ， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ， オ オ タ ノ f コ

ガ， タ バ コ ガ な どが現地で問題 と な っ て い る た め ， 実験

予察で は特に取 り 上 げ る こ と は し な か っ た が フ ェ ロ モ ン

ト ラ ッ プによる 発生消長調査 を 2 年間 ほ ど行っ た 。 ハ ス

モ ン ヨ ト ウ に つ い て は， 施設内で踊で越冬 し た 個体が 5

月始めか ら 誘殺され る 年 も あ る が 7 月 以降， 特 に 9 月 に

多 く 誘殺され， 野菜等 と 同様であ っ た 。 シ ロ イ チモ ジ ヨ

ト ウ に つ い て も ， 9 月 以外 は ほ と ん ど誘殺され な い。 タ

バ コ ガ類 は 6 月 か ら 誘殺され始 め る が， オ オ タ バ コ ガ の

方が タ バ コ ガよ り も 早 い 時期 か ら 誘殺され， タ バ コ ガよ

り も 秋遅 く ま で誘殺され る 傾向 があ っ た ( 図-9) 。

お わ り に

花 き 類の発生予察 は こ れか ら 開始され る が， 今後， 露

地栽培だ げでな く 施設栽培での 発生予察 に 対す る 要望が

高 ま る こ と が予想され る た め ， 今後 と も 調査方法 の 見直

し ， 発生生態 ・ 発生消長の調査を行い， 多発性 に 至 る メ

カニ ズ ム の解明 に 努力 す る と と も に ， 農家が 自 分でで き

る 簡易なモニ タ リ ン グ手法 を 提供 し て い く こ と が重要 と

な る 。
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(10 ペー ジよ り 続 く )
ダニ類:1 4 日 I 回， 茶:カ ン ザ ワ ハ ダニ:1 4 日 l 回，
き ゅ う り ・ な す:ハ ダニ類:前 日 1 回， す い か ・ メ ロ
ン:ハ ダニ類:前 日 2 回， い ち ご:ハ ダニ類:前 日 l
回

エ ト キ サ ゾー ル ・ フ エ ン プ ロ パ ト リ ン 水利剤 (SY-5700

水和剤〕
エ ト キ サ ゾー ル 5 . 0%， フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン 7 . 5%
ビル ク 水和剤 (10 . 4. 2 4)
19963 (八洲化学) ， 1996 4 (住友化学) ， 19965 ( ア グ ロ

ス )
か ん き つ: ミ カ ン ハ ダニ:21 日 2 回， な し: シ ン ク イ

ム シ 類 ・ ハ ダ ニ 類:1 4 日 2 回， 茶 カ ン サゃ ワ ハ ダ
ニ ・ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ・ チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ
キ:21 日 1 回， な す:ハ ダニ類:前 日 1 回

「殺菌剤」
ア ゾキ シ ス ト ロ ビ ン水和剤 (ICIA 550 4 フ ロ ア プル 20J
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 20 . 0%
ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル (10 . 4. 2 4)
199 47 ( ゼ ネ カ) ， 199 48 ( ク ミ ア イ 化学) ， 199 49 (武 田

薬品) ， 19950 ( 日 本農薬)
小麦: う ど ん こ 病 ・ 赤 か び病:7 日 3 回， い ち ご: う ど

ん こ 病 ・ 炭痘病 ・ 灰色か ぴ病:前 日 苗床 4回 ・ 前 日 本
圃 3 回， き ゅ う り : う ど ん こ 病 ・ べ と 病 ・ 灰色 か び
病 ・ 菌核病:前 日 4回， メ ロ ン: う ど ん こ 病 ・ つ る 枯
病 ・ べ と 病:前 日 4回， す い か:つ る 枯病 ・ 炭痘病:
前 日 4回， な す: う ど ん こ 病:前 日 4回， ねぎ:さび
病:3 日 4回

ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 水和剤 (ICIA 550 4 フ ロ ア プル 10J
ア ゾキ シ ス ト ロ ビ ン 10 . 0%
ア ミ ス タ ー 10 フ ロ ア プル (10 . 4 . 2 4)

19951 (ゼ ネ カ) ， 19952 (武 田 薬 品) ， 19953 ( 日 本 農
薬) ， 1995 4 (北輿化学)

な し:黒 星 病 ・ 黒 斑病 ・ 輪紋病:1 4 日 5 回， ぶ ど う :
黒 と う 病 ・ 灰色か び病 ・ べ と 病:45 日 3 回

ア ゾキ シ ス ト ロ ビ ン粒剤 (ICIA 550 4粒剤 15J
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 1 . 5%
ア ミ ス タ ー粒剤 15 (10 . 4. 2 4) 
19955 ( ゼ ネ カ) ， 19956 ( ク ミ ア イ 化学) ， 19957 (武 田

薬品) ， 19958 ( 日 本農薬)
稲:紋枯病:出穂 1O�30 日 前 3 回
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン粉剤 (ICIA 550 4粉剤 DL 6J
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 0 . 60%
ア ミ ス タ ー粉剤 DL (10 . 4. 2 4) 
19959 (ゼ ネ カ) ， 19960 ( ク ミ ア イ 化学) ， 19961 ( 日 本

農薬)
稲:紋枯病:1 4 日 3 回
ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン ・ プ ロ ベナ ゾ ー ル粒剤 (MZ 9502J 
ア ゾ キ シ ス 卜 ロ ビ ン 2 . 0% ， プ ロ ベ ナ ゾ ー ル 8 . 0%
ア ミ ス タ ー オ リ ゼ メ ー ト 粒剤 (10 . 4. 27)
19972 ( ゼ ネ カ) ， 19973 (明治製菓) ， 19974 (大塚化学)
稲:い も ち 病 ・ 紋枯病:葉 い も ち 初発の 7�10 日 前 ( 出

穂 3 週間前 ま で) 1 回

「殺虫殺菌剤」
シ ラ フ ル オ フ エ ン ・ パ リ ダマ イ シ ン ・ フ エ リ ム ゾ ン ・ フ

サ ラ イ ド粉剤
シ ラ フ ル オ フ ェ ン 0 . 50%， ノ T リ ダ マ イ シ ン 0 . 30%，

フ ェ リ ム ゾ ン 2 . 0%， フ サ ラ イ ド 1 . 5%
ブラ シ ンパ リ ダ ジ ョ ーカー粉剤 DL (10 . 4. 6) 
19937 (北輿化学)

(19 ペ ー ジ に 続 く )
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